Relationships among dichotomous thinking, psychological health, and feeling of self-growth in athletes by 上野 雄己 et al.
スポーツ競技者における二分法的思考と心理的健康
、成長感との関連






































Thewissen, Raes, 2012；Napolitano & McKay, 2007）。一方で、
心理的健康との関係の側面だけでなく、小塩（2011）の研究
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　調査時期は 2014 年 4 月中旬から 2014 年 5 月中旬であり、
調査対象者は首都圏内の大学の体育会運動部に所属する学生

















だ）」の 3 下位尺度 15 項目から構成され、信頼性と妥当性が
認められている。回答は、「全く当てはまらない（1 点）」から
「非常によく当てはまる（6 点）」の 6 件法で求めた。
　（2）Big Five パーソナリティ特性：小塩他（2012）の日本語






考えをもつと思う）」の 5 下位尺度 10 項目から構成され、信
頼性と妥当性が認められている。回答は、「全く違うと思う（1














































　②二分法的信念 .51 ** 5.24 .81





　④外向性 .06 .12 .04 4.09 0.83 -.50 **
　⑤協調性 -.14 † -.14 † -.08 .19 * 5.02 1.10 -.29 **
　⑥勤勉性 .15 † 83.-42.117.370.70.31.10.- **
　⑦神経症傾向 .14 † .05 .07 -.07 -.32 ** -.14 † 4.30 1.25 -.27 **
　⑧開放性 .14 † -.04 .07 .08 -.04 .22 ** 53.-72.113.420. **
⑨バーンアウト傾向-.08 .24 ** -.13 † -.01 -.18 * -.15 † .14 † 29.65.3102.1401.-
⑩自尊感情 .04 -.15 † .19 * .08 .17 * .31 ** -.25 ** .38 ** -.45 ** 5.12 .8126.48
⑪部活動適応感 .11 -.16 * .23 ** .00 .14 + .18 * -.15 † .11 -.60 ** .52 ** 2.53 .8310.34
成長感
　⑫競技的成長感 .04 -.23 ** .12 -.12 .14 † .09 -.02 .16 † -.37 ** .26 ** .43 ** 74.74 20.52
　⑬人間的成長感 .08 -.22 ** .12 -.04 .17 * .05 .00 .21 ** -.36 ** .31 ** .38 ** .83 ** 79.81 19.56
―
―




















性別 .05 -.15 -.21 -.10 -.07
年齢 .07 -.04 .02 .14 .16
TIPI-J
　外向性 .01 -.01 -.06 -.15 -.07
　協調性 -.12 .08 .09 .15 .18
　勤勉性 -.06 .16 .07 .00 -.05
　神経症傾向 .12 -.20 -.11 .04 .06




-.19 -.11 .08 .07 .13
.38 -.20 -.30 -.28 -.28
　損得思考 -.13 .31 .26 .18 .15
R 2 .18 .35 .21 .18 .19
数値は標準偏回帰係数（β）である。
バーンアウト傾向 自尊感情 部活動適応感 人間的成長感競技的成長感
独立変数
†p <.10, *p <.05, **p <.01, ***p <.001
性別、年齢、外向性、協調性、勤勉性、神経症傾向、開放性は統制変数として投入した。
従属変数
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によって得られた VIF（Variance Inflation Factor）は 1.09―
2.69 と良好であり（小塩、2012）、多重共線性の問題はないこ
とが示唆され、得られた決定係数（R²）、標準偏回帰係数（β）
を Table 2 に示した。まず、R² 値は .18―.35 であり、全ての
変数において有意であった。次に、統計的に有意であった β
値は、「バーンアウト傾向」では「二分法的信念」（β = .38，
p<.001）、「自尊感情」では「二分法的信念」（β = -.20，p <.05）
と「損得思考」（β = .31，p<.01）、「部活動適応感」では「二





























































た Big Five パーソナリティ特性や攻撃性（Oshio, Mieda, & 
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